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1 ．はじめに
　本題目とした「考察ベートーヴェン交響曲・和声と内
的衝動」は彼の交響曲の作曲時代をたどりながら，ルー
ドヴィッヒ（Lv）の心の衝動を彼（Lv）の交響作品を
とおして俯瞰的に見ていきます。併せて和声的な部分に
ついても言及します。
　筆者は作曲家ですので，彼が残した交響作品やそのス
ケッチを追体験することに興味が尽きません。
　一般的には 9 曲といわれるLvの交響曲ですが，遺作
の10番や習作時代の 0 番といわれる 2 曲。10番は勿論，
架空の交響曲ですが全く痕跡が無いわけではありません。
2 ．和声と転調について
　まず 9 つの交響曲を研究していくと一貫した瑞々しい
旋律が理論書の和声ときちんと符合しています。また属
七の第三転回形，第一転回形の使用が名曲の随所に現れ，
Lvは属七（属九）第三転回形をこよなく愛していた事
も判ります。理由はおそらく属七（九）の第七音がバス
にくると，ソプラノがとても自由になるからでしょう。
また旋律によってはサブドミナントの四度と交換する事
も可能になります。理論と一致しながらもその既成に囚
われる事無く，さらに美しい旋律を作曲できるLvの感
性にあらためて感銘を覚えます。
　また，Lvは通称ナポリの和音を大切な感情の盛り上
がりや，頂点など感情の大きな起伏の頂点や変換点の表
現として用いる事が良くあります。
　この和音を簡略に説明すると，短調の中にあり主和音
の半音上の長三和音となります。ハ短調の曲ですと主和
音ド，ミ♭，ソ，に対しレ♭，ファ，ラ♭に成ります。
理論上使用に際し第一転回形，ファ，ラ♭，レ♭として
使われます。機能はサブドミナントに属し，最強のサブ
ドミナントといえます。
　有名なところで事例をあげてみますと，ピアノソナタ
14番月光 3 楽章第二主題33小節，17番テンペスト 1 ， 3
楽章，23番熱情，そして第九一楽章の第一主題24小節目
など枚挙に暇がありません。
　更に調性の変化や転調についてです。
　作品の前期後半～中期辺りの頃から三度近親転調を多
く好み，名曲の楽章間の調性設定には良くこれを用いて
います。ソナタ悲愴，交響曲運命（一楽章ハ短調，二楽
章変イ長調，三楽章ハ短調の 1 度→ 6 度（主音から 3
度下がると 6 度になる）→ 1 度），熱情（ｆ，Des, ｆ），
第九（ｄ，ｄ，Ｂ，ｄ）もこの部類です。ワルトシュタ
イン（ハ長調，ホ長調，ハ長調 1 度→ 3 度→ 1 度）は二
楽章で逆に長三度上がる方法できらびやかな印象になり
ます。加えてこの曲の第一楽章の主題間調性は通常の主
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調，属調関係ではなく，ハ長調の第一主題とホ長調の第
二主題など，主題間でも三度近親転調を行うようになっ
ています。このようにピアノソナタでは今までのソナタ
形式にはあまり見られなかった調性の設定や主題間転調
を行っています。しかしながら，交響曲の第一楽章では
9 番まで全てオーソドクスな調設定を貫いています。
　 9 つの交響曲の第一楽章提示部における第一主題と第
二主題の調性を見ておきましょう。
　 1 番Ｃ→Ｇ， 2 番Ｄ→Ａ， 3 番Es→Ｂ， 4 番Ｂ→Ｆ，
5 番（短調）ｃ→Es， 6 番Ｆ→Ｃ， 7 番Ａ→Ｅ， 8 番
Ｆ→Ｃ， 9 番（短調）ｄ→Ｂ以上のように長調 7 曲と短
調 2 曲です。長調は第二主題が属調（Ⅴ度），短調は平
行調（Ⅲ度）ヘ転調するのがソナタ形式の基本的な展開
技法になり，その理論を几帳面に踏襲しています。
　加えてソナタ等などでは短調楽曲の第二主題を，通常
の平行調では無く平行調の同主短調（悲愴の一楽章第二
主題）属調の同主短調（月光 3 楽章）とする事でより叙
情性を高める調性設定効果に成功しています。
　悲愴や月光を聴いてみてください。
3 ．「自己発揚」・「内的衝動」と編成について
　次に同じ作家として「自己発揚」「内的衝動」の重要
性に触れましょう。作曲・音楽による自己表現は重要で
あることは当然ですが，表現の契機が機会音楽として作
曲されたのか，自己の内面から沸々と涌き出流る音楽と
して作曲されたかはかなり重要な違いがあることはご
理解頂きたいと思います。実際には自己発揚のものでも
様々な理由から，主に経済的理由が多いですが，見かけ
は機会音楽となっている場合もありましょう。Lvの交
響曲 5 ， 6 番の同時初演はそのように思います。
　自らの迸りをどのような形，編成で作曲し初演へ到達
するかは詰まるところ，本人の感性の成せるわざです。
　そして，その曲たちを音にして世に出してゆく行為に
苦行が伴います。お産同様，産みの苦しみから育てる苦
しみに移る，とでも言えましょうか。
　ここで編成について考えます。Lvが作曲する編成は
多岐に及びますが，大きな流れがありますので俯瞰しま
しょう。
　若くして名ピアニストであるLvは，ピアノソナタを
継続的に作曲しつつ，同時に弦楽四重奏やトリオなどの
室内楽をしたためます。しかしそれらの献呈先がほとん
ど決まっています。最初期 3 曲のピアノソナタは忠誠を
尽くすためにまずハイドン先生にその他は弟子や諸侯た
ちです。生活のためでしょうか。しかししだいに自信が
ついてきたのでしょうか，ハイドン109曲，モーツアル
ト41曲が残した交響曲の分野に興味の中心に移っていき
ます。 1 ， 2 番はモーツアルト，ハイドン的な作風です。
3 ， 4 はやや個性が目覚めてきます。特に 3 番は自身納
得の出来映え。 5 番の「運命」を作曲した後の発言とし
て，今まで最もうまくかけた交響曲は 3 番エロイカであ
ると明言しています。 5 番， 6 番よりも確かに作品の規
模や動機の腑編の様相などが優れているといえましょう
し，当時のナポレオンのごとく，「貴族の楽しみの音楽
から民衆へ音楽を解放したい」というLvの強い想いが
内的衝動となって， 3 番エロイカの作曲を完成に導いた
のでしょう。エロイカに賭けた若きLvの作曲の力量が
存分に表出しているといえます。ナポレオンに献呈しよ
うと当初は署名までしたようですが，皇帝へと成り上
がった，名誉欲に嫌気がさしたか，総譜の表紙には署名
を削除した痕跡があります。
　献呈についてですが，彼は 8 番に至り初めて献呈をし
ませんでした。彼の交響曲のなかで唯一です。特筆すべ
き事と思います。理想を追い求めた「自らのための交響
曲」が完成したのでしょう。そして次は，「民衆が参加
できる音楽」新型交響曲の 9 番に立ち向かうことになり
ます。
　晩年，ミサソレムニス，第九を作曲し終えたLvは，
最後の力を振り絞り，全力を傾けたのが12番から16番ま
での「弦楽四重奏」の編成でした。11番の作曲から実に
7 年も経ています。弦楽四重奏13番フィナーレには大
フーガを作曲します。蛇足ですが，バッハのフーガの技
法，モーツアルトの交響曲41番ジュピター 4 楽章，など
作曲家の晩年はフーガに拘りたくなるのでしょうか。し
かしこのフーガの評判が良くなかった。出版社や聴衆に
理解されず16番の作曲後，書き直しを決意します。Lv
の性格からすると他人からの批評，批判に従順に応じる
のは珍しく思います。既にLvの，気力，生命も秒読み
状態になっていたのでしょう。出版最後となった16番
弦楽四重奏はハイドン譲りの，昔ながらの構成の比較的
小さな 4 楽章形式です。このように，Lvが時々に拘り
のあった編成を辿るだけでもLvの内的衝動の推移が読
み取れます。ハイドン先生へ献呈した 3 曲のピアノソナ
タから始まって，偉業を成し遂げ，再び子供の頃，親
しんだハイドン先生のような弦楽四重奏へもどっていっ
た。ということかもしれません。現在まで私の知るとこ
ろでは，最後の弦楽四重奏の献呈は無いようで，交響曲
8 番同様やっと自身のための「カルテット」に至ったの
でしょうか。1828年 3 月にシュパウンツィヒ四重奏団に
よって初演されています。16番の楽譜に残された謎の言
葉を紹介しておきましょう。終楽章の導入部にはMuss 
es sein?（かくあらねばならぬか？）とあり，より快速
なる第 1 主題には，“Es muss sein!（かくあるべし）と
あります。これの意味する事は判りませんが，苦難の末
に行き着いたある作曲家の最後の言葉としてはとても重
い言葉だと感じています。
　そして，前述のように最後に13番のフィナーレを作曲
し一生を終えています。
　さて本論の主題がそれ，エピソードになったのでテー
マに戻します。編成について。世間ではLvのように全
包囲網ではない作家の方が多いかもしれません。オペラ
や歌曲の作家と交響曲作家に概ね分かれて論じる事がで
きるかもしれません。ヴェルディ，ワグナーやプッチー
ニはオペラしか残さなかったといっても過言ではないで
しょう。また本年2017年初頭に逝去されたエストニアの
トルミスは合唱界の巨匠で膨大な数の合唱作品作家とし
て世界に知られています。彼らのように一色の作曲家も
かなりいるわけです。そんな中でLvはかなり多岐に及
ぶ編成の作品を残しています。しかし，その柱は交響曲
と言えましょう。
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4 ．楽曲の編成の推移
　編成の観点から纏めてみるとLvの自己表現の柱の変
化は以下のようになります。
　ピアニストでもあったLvは32のピアノソナタを前～
中期～後期と全般に渡り名作を残します。また 5 曲のピ
アノ協奏曲もあります。これが前～後期前半までのピア
ノの時代。そして交響曲又は管弦楽の時代。若い16歳の
習作から第九を書き終え，残ったスケッチを10番のため
に亡くなるまで吟味していた模様です。ミサは壮年期に
一曲，晩年のミサソレムニスと 2 曲残しています。そし
て最後まで作品番号として残したのが弦楽四重奏の分野
でしょう。この編成にLvは並々ならぬ可能性を感じて
いました。13番終楽章の大フーガは初演とその後評判は
よくありませんでしたが，最近は見直されてきています。
5 ．自作品の概要から見る自己発揚
　さてここで，筆者がどのような交響作品などを作曲し
ているかの概要を述べておきたいと思います。
　私は，26歳の時「ウナプレギエラシンフォニカ」を作
曲して以来，二番「法
ほっ
顕
けん
伝
でん
交響曲」「交響曲 3 番五重塔」
「交響曲 4 番」と30年以上にわたり 4 つの交響曲とほか
の形態，形式で多くの重要な管弦楽作品を作曲していま
す。また室内楽としてはピアノ独奏による連作「ピアノ
のための絶対音楽」やチェロの連作「カリグラフィー
（書）」も連作しています。また詩や短歌等を用いたアカ
ペラやピアノと混声合唱による作品の連作も作曲してい
ます。このようにある時期に連作するのが私の傾向です
が，更に顕著なLvに学んだものです。なぜ連作をする
のか。その理由は簡単には語れませんが，孤高の富士山
のような美しい山にするか，美しい峰々を景観するアル
プス山脈を形成するかになります。いずれも美への追求
の方法と思います。
　山脈はそれだけ傾向や主張が強く現れるのでは無いで
しょうか。勿論美しい富士山のような唯一作品も重要で
ある事はいうまでもありません。
　さて拙作の交響的作品の最新作「交響曲 4 番」は2013
年に11年をかけて 6 楽章構成で完成しました。人間国宝
である竹本駒之助と鶴澤津賀寿の浄瑠璃をソリストに迎
えた交声曲「アンティフォナ・スーラ」と同時に東京芸
術劇場に於いて井上道義指揮，新日本フィルハーモニー
により初演しました。Lvが絶対音楽としての交響曲 5 ，
標題音楽としての 6 番田園交響曲を同時期に作曲し同時
に発表した事実を「追体験」したいと思いました。これ
は重要な体験でした。実際にはそうやすやすとできる事
業ではなく自分でも良く最後まで行き着いたと自負しお
り，経済的にもかなり無謀な賭けであったと強く感じて
います。
　このような「自己発揚」にもう少し拘ってみましょう。
L.v. Beethovenの場合第九交響曲が初演されてからは交
響曲ヘの興味は薄れ「絶対音楽」としての興味，「自己
発揚」の対象は完全に弦楽四重奏に移りましたが，Lv
の習作期の交響曲について捕捉しましょう。一曲目は16
歳の頃にハ短調で，24～ 6 歳の頃にハ長調で作曲してい
ます。いずれもWoO（Werke ohne Opuszahl 作品番号
なし）と作品番号が付けられていません。また，第九を
作曲した後に幾つかのアイディアや断片的スケッチが
残っていることから，10番に着手した痕跡である。とも
言われておりますが，本人のスケッチやそれを基に後の
研究者や作家による補作や作曲が試みられています。ピ
アノソナタ，悲愴の第二楽章の動機に良く似た主題が
残っていた事から，それを用いて一楽章形式，Esdurで
作曲した人もいますし，日本人も独自に作曲を試みた形
跡があります。しかし彼の10番はシューベルトやマー
ラーの遺作のように確りとした楽譜が残っている訳では
ありません。
　また第九と同時期に発表されたミサ・ソレムニスにつ
いてですが，ベートーヴェンが後半の交響作品を二曲ず
つ関連づけて作曲しており第九においても同時に第10番
を同時期に構想していたようです。
　当初，純粋器楽曲による 9 番（ 7 ， 8 番の流れを汲む
様式にするつもりであったのだろう）と，10番は合唱，
声楽等を付帯した新型交響曲。おそらく，ミサ・ソレム
ニスのより全人版てきなものにしたかったけれどテキス
ト上無理だった。
　そこで，既に作曲した合唱幻想曲の発展線上にある管
弦楽法や声楽を取り入れた，合唱交響作品が発想の原点
だったのではないでしょうか。実際にはこの構想 9 ，10
の発想が合体し，学生時代から親しんだシラーの詩が熟
成，触発される形で合体，融合して今日の第九交響曲と
なったと推察します。テキストも自身の名言を加えました。
　現在の第九完成後，様々に残されたスケッチは放置さ
れ，彼の興味は弦楽四重奏へ移ります。ルードヴィッヒ
は意図的に交響作品の有り様を第九で刷新しました。こ
の新型交響曲では合唱や声楽ソリストなど新編成による，
「言葉の世界観」を交響世界に反映，対峙させ展開しま
した。この「次世代の新型交響曲」のプロトタイプがこ
の荘厳ミサだったと考えています。第九と同時期に発表
されており，ここから連作と捉えています。
　結果的に後から完成した第九は，シラーの詩に更に全
人的な思想を含んだ自らの言葉を加えたテキストで作曲
しました。つまりこの二曲は兄弟と考えられそうです。
　ルードヴィッヒは生涯に 2 曲ミサを作曲しています。
壮年期のミサ曲ハ長と晩年に残したこのニ長調のミサ・
ソレムニスです。後者のテキストはカトリック典礼に
沿ってはいますが前者のミサ曲に比べ，クレドの作曲手
法などが自由で，より全人的で自由な思想，発想，ロマ
ンティシズムを盛り込もうとした痕跡があります。リ
ヒャルト・ワーグナーは「真正なベートーヴェン的精神
を持つ，純粋な交響曲的作品」と評しています。J.S バッ
ハのような敬虔な信者としてのミサ作曲とはやや趣が異
なり，いわゆる「Strum und Drang（シュトルム　ウ
ン　ドラング・疾風怒濤）」による影響の「魁
さきがけ
」として
の，強いロマン性が感じとれましょう。第九交響曲とと
もにベートーヴェンが新しい交響作品の有り様を模索し
具現していった香りがします。後のマーラーの声楽を
伴った交響作品やストラヴィンスキーの「詩編交響曲」，
日本の声明を交響曲にとりいれた黛敏郎の「涅槃交響
曲」，シアターピースの要素を伴った柴田南雄の「ゆく
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川の流れはたえずして」にまでも繋がっていくように思
えてなりません。また有名なブラームスの交響曲 1 番は
ベートーヴェンの第10交響曲とも言われます。ベートー
ヴェンの交響曲の完成度の高さに挑み，構想から20年の
歳月を費やして作曲。指揮者のハンスフォンビューロー
からは「べートーヴェンの10番の交響曲ができたようだ」
と絶賛されたことから現代でもたびたび話題になります。
しかし私の考えでは，先に述べたように構想 9 ，10番は
ルードヴィッヒの「歓喜の交響曲（第九）」のような新
しい形に発展し統合され 9 番となってしまった。旧型 8
番の精神を受け継ぐ交響曲はLvはもう作曲しなかった，
できなかった。
　しかしブラームスはそもそも保守的な作家であったの
で，ブラームスの 1 番こそが，ベートーヴェンの第 7
番，と自己への交響曲の完成版としてだれにも献呈しな
かった 8 番の精神を引き継ぎました。加えてブラームス
は，交響曲とは純粋器楽で編成すべきであると考え，合
唱やソリストを 4 つの交響作品にはいずれも編成してい
ません。ブラームスの悩みは実はそこにあったと思いま
す。保守的であり，絶対音楽の牙城である 8 番を継承す
べきか，新型交響曲で全人的な力と魅力を備えた新型交
響曲 9 番を継承すべきかで。
　言葉を用いる音楽は，信心深いブラームスは神への忠
誠からか「ドイツレクイエム」とし「絶対音楽」的な要
素から完全に切り離します。このように絶対音楽の作曲
家として印象深いブラームスですが，実は多くの美しい
歌曲が存在します。しかしまだまだ研究が進んでいない
ようです。
　さて，ルードヴィッヒはその後，弦楽四重奏の作曲に
傾倒していきます。 8 番で到達した領域の前進が芽生え
たとすれば，純粋器楽による作曲の欲求「内的衝動」を
どうするか。 9 番のプロトタイプがミサソレムニスでは
無いかと述べましたが， 8 番の先のものプロトタイプを
室内楽で解決しようと考えます。この後期の12～16番の
弦楽四重奏曲群による「より先鋭化された純粋器楽曲の
迸
ほとばし
り」による内的衝動の解消行為こそが， 8 番目の先に
ある 9 番とは異なる道筋の交響作品の理念が流れていた
のではないでしょうか。それはブラームスのホルントリ
オ（作曲者はホルンに変えてヴィオラでの演奏を許可し
ている）やシェーンベルグの「室内交響曲」など，先鋭
化されたソナタ形式や室内交響曲編成の作品構築に受け
継がれていくその着想のヒントに成ったであろうと筆者
は推察しています。
　このようにLvの 8 番と 9 番には異なる大きな「意志」
の違いが感じられます。先に述べましたように 8 番は正
に自身が追求してきた渾身の交響曲の有り様の完成。音
楽上，芸術上のパライソへの到達，プロとしての凝縮形
の美。その一途な執拗な想いの具現の到達点。反して 9
番は民衆が音楽に参加を可能にすることを目指した交響
曲。音楽の民衆への真なる解放とも言えましょう。ミサ
典礼などではない全人的なテキストを歌いあげる音楽を
作曲したい。という「自己発揚」の強い意志の具現です。
これは 9 番で産声をあげた音楽です。それまでの交響作
品の流れとは筋が違うといえましょう。
　先に述べたようにブラームスは，プロのための凝縮形
の音楽である 8 番の精神と技術を受け継ぎ第 1 番を書い
たことになります。そして， 9 番はフランツ・リストの
交響詩やグスタフ・マーラーの交響曲等ヘ受け継がれて
いったのではないでしょうか，千人交響曲や復活などは
そのような息吹きを感じます。そして，マーラーが初代
ウィーンフィルの「指揮者」を担ったことも特筆すべき
事でしょう。
　捕捉とし，ルードヴィッヒのスケッチ等の痕跡から後
の研究者の何人かが10番の補筆や作曲を試みており，こ
れらも興味深い事ではありますが真の意味での10番と
なっているのかどうか疑問が残ります。
　ルードヴィッヒの交響曲 0 番から幻の10番まで11の足
跡をのこり紙面の許す限りたどっていくと自ずとそこか
ら垣間見える彼の生き様をも俯瞰することに成ります。
　彼が生涯残した作品群と身内を概観しておきましょう。
　 9 つの交響曲，32のピアノソナタ， 5 つのピアノ協奏
曲，ヴァイオリン協奏曲 1 曲，合唱幻想曲，その他の協
奏的作品曲，大フーガを含む16の弦楽四重奏，ピアノト
リオ 7 曲，ヴァイオリンソナタ10曲，チェロソナタ 5 曲，
そのほか六重奏，七重奏など室内楽作品と 6 つのバガテ
ル，エリーゼのために，などの多数のピアノ曲， 2 つの
ミサ曲，オペラ・バレエ・劇付随音楽，声楽曲，と多岐
に及びます。また，ハイリゲンシュタットの遺書などの
手紙や会話帳なども残っており現在も研究者により解析
されています。また株券のようなものまで見つかってい
ます。
　弟子関係はピアノエチュ－ド（練習曲）で有名なカー
ル・ツエルニー，パトロンでもあった年下のルドルフ大
公，クラヴィーア奏者・作曲家のフェルデナント・リー
ス，秘書件弟子であるとされているアントン・シンドラー
（彼は自分に都合の良い様にルードヴィッヒの会話帳な
どを様々に改竄したとも言われている），メンデルスゾー
ンと交流があったと言われているドロテア・エルトマン
男爵夫人。
　そして親族は宮廷バス歌手であった祖父ルードヴィッ
ヒ，祖母マリア，父ヨハン，母マグダレーナ，弟カスパー
ルとニコラス，カスパールの息子である甥カールなどで
ある。
　「作曲」とは実際に耳に鳴った音楽を楽譜に興す「書
く」行為とは別に，音楽的なことだけではない事がらが
常に交錯します。新作を産み落とした後，いわゆる初演
の未来像や生きるための生活資金が足りない現状の打破
などです。全て「この世の事
こ
象
と
にまつわる」を視野に入
れつつ，打ち勝つこともあれば，打ちのめされる事もあ
り，そんななか生計を立て，ある時は純粋に音符を頭の
中で交錯させる。懸命に創作に必須な部分だけを振るい
だしながら突き進む事になります。
　音楽的な心配もあります。未決，未知の演奏者やソリ
ストの技量の心配，推量など。
　ある意味で妄想，空想の連続の中で作曲作品は成立し
ようとしているとも言えます。私はこれらの妄想の時間
がかなり長いほうもしれません。Lvはおそらく更にそ
うであったに違いないと思います。
　苦しくもあり楽しくもある交響曲ですが，作曲を体験
した方ならおよそ理解して頂けると思います。また著作
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権思想もない，ルードヴィッヒの時代は現代とは比較に
ならない程，作曲家の金銭的独自性，自立が乏しく生活
も困難な時代だったろうと容易に推察できます。それは
献呈作品の多さに象徴されます。それら「この世の事
象」を乗り越え，偉大な 9 曲の交響曲をはじめ膨大な作
品群を残したルードヴィッヒに感銘，共感せざるにはい
られません。
　やはり彼は努力の秀才，努力を惜しまない天分を持っ
ていたのだと思います。
　尚，2017年 9 月 3 日に第九の 4 楽章をピアノと弦楽器，
ティンパニによる，デディケート版（dedicate）にした
もので合唱，ソリストで綴る「An die Freude」を初演
致しました。単なる縮小版とは異なり，私が作曲家の視
点から若干手を入れました。それは膨大な編成でなくと
も第 4 楽章だけならば，演奏可能ではないかと常々感じ
ていたからです。
　Lvは決して怒らないと思います。むしろ良くやって
くれたと褒めてくれると信じています。
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